
ＰＨＪメールニュース 2011年 11 月―第 2号 

送信日時： 2011 年 11 月 24日    

     

 

ピープルズ･ホープ･ジャパン（PHJ）メールニュース読者の皆様 

 

銀杏、楓、花みずき、桜の紅葉を楽しめる季節となりました。皆様お元気ですか？ 

メールニュース 2011年 11 月-第 2 号を配信いたします。 

 

このメールニュースは配信を希望するとの連絡を送っていただいた方々、ＰＨＪ 

運営委員（オブザーバーとして出席されている方を含む）の方々、およびＰＨＪを 

支援してくださっている方々にお送りしています。 

 

PHJ メールニュース 11 月－２号目次 

1. PHJ 本部のニュース 

1-1. カンボジア・タイ洪水募金と報告会のご案内 

1-2. 「東日本大震災」支援―復興に向けての協力 

1-3. 武蔵野国際交流まつりに参加しました 

1-4. スタッフブログ 

   

2. PHJ タイ事務所のニュース 

2-1. 子宮頸がん・乳がん検診推進 

2-2.  HIV/AIDS 予防教育 

2-3． ベトナム乳がん教育 

 

3. PHJ インドネシア事務所のニュース 

3-1． 母子健康改善活動 ―バンタン州セラン県テイルタヤサ自治区 

3-2． 地域医療システム強化活動 －テイルタヤサ自治区 

3-3． 感染症予防教育事業 － バリ州ギヤーニアー県 

 

4. PHJ カンボジア事務所のニュース 

4-1． 健康な村づくり事業 ―コンポントム州 

4-2． 助産師トレーニング事業 －プレイベン州 

 

1. PHJ 本部のニュース 

1-1．カンボジア・タイ洪水募金と報告会 



11 月 7 日のメールニュースでお知らせしましたが、PHJ の支援国であるカンボジア・タイ 

で洪水による被害が深刻化しています。PHJ では 10月 25 日目標額 250 万円の募金を開始 

しました。はがきで個人の方々に、封書で法人に募金のお願いをお送りいたしました。 

これまでに 100 件以上の募金を頂きました。 

http://www.ph-japan.org/supportPHJ/personal/kikaku.html#jirei_04  

 

カンボジアでは支援対象の 55村のうち 30 村が家屋や田畑の浸水被害にあっています。 

PHJ は衛生面での支援として石鹸、洗剤、タオル、ごみ袋などの衛生キットを 5704 戸に 

配布しました。 

タイ事務所ではチェンマイ保健局と提携して被害を受けた南部地域向けに簡易トイレと 

Ｔシャツ、YMCA と協力して子供用ミルク、おむつ、蚊帳などを配布しています。また PHJ 

本部からバンコクに支社支店がある支援企業にお見舞いのメールを送りました。 

 

今回の募金活動の一端として 11 月 23日(水・祝)12:00-14:00 チャリテイランチを実施し

ました。タイ料理を食べながらカンボジアの所長と SKYPE で対話をしながら、現地の状況

を知る機会となりました。 

 

◇◆報告会のご案内◆◇ 

「カンボジア洪水被災地の今と支援について(カンボジア駐在員がスカイプ参加！)」 

洪水で被災したカンボジアの農村を見てまわった PHJ本部スタッフが現地の状況を写真などで 

ご報告。スカイプ生中継でカンボジア駐在スタッフが洪水被災地の「いま」を伝えます。 

■日時：12月 16 日（金）19時～20時半 

■場所：JICA 地球ひろばセミナールーム 403 

■参加費：500 円（募金・資料代） 

■申し込み方法：info@ph-japan.org まで件名に「洪水報告会」 

本文に名前、所属、電話番号を記入してメールをお送りください。0422-52-5507 までお電話で 

もかまいません。 

http://blog.livedoor.jp/ph_japan/archives/52049361.html  

 

1-2. 東日本大震災支援―復興に向けての協力 

復興支援については地域を宮城県の気仙沼にしぼり、地元医師会のご協力を得て、医療機 

器や什器の要望をまとめていただきました。PHJ の支援できる機器や什器のリストを作成し、 

12 月初旬に配送する予定で準備をしております。 

 

1-3． 武蔵野国際交流まつりに参加しました 

11 月 20 日(日)11:00-17:00 武蔵境駅前スイングビルで開催された交流まつりに今年も 



参加しました。ＰＨＪのブースではアジアのおはなしカレンダー、スタデイツアー、 

カンボジア・タイ洪水募金ほかの活動を紹介しました。またカンボジアのお話を聞いて 

お絵描きには数人の子供とお母さんが参加しました。 

 

アジアのおはなしカレンダー募金はこちらからお申し込みください。 

http://www.ph-japan.org/supportPHJ/personal/kikaku.html  

 

1-4． スタッフブログ 

タイ、カンボジア、東京事務所の活動報告をスタッフ、インターンが掲載しています。 

どうぞご覧ください。 

http://blog.livedoor.jp/ph_japan/  

 

2. PHJ タイ事務所のニュース 

 

2-1． 子宮頸がん・乳がん検診推進-第 2期調印式 

10 月末に 4日間検診キャンペーンを実施しました。848 名が受診しました。細胞診の異常 

が見つかった女性、乳がん触診でしこりが見つかった女性のフォローアップも行いました。 

 

この事業は日本の外務省の助成金で運営している 3年のプロジェクトで 11 月 1日に第 2期

の契約署名式がチェンマイにある日本総領事館で開催されました。 

http://www.chiangmai.th.emb-japan.go.jp/oda/pressrelease/111101_Komiya2/1102_phj

_jp.pdf  

 

2-2. HIV/AIDS 予防教育 

スモールスケール事業として 10 月 16日パヤップ大学新入生 40名向けにピア教育を実施 

しました。10 月 27日には特別活動として大学のピアリーダーがコンケーン県の中学生に 

ピア教育を実施しました。チェンマイ保健局との協同は順調に進み、来年度以降も継続の 

可能性があります。 

http://www.ph-japan.org/program/Thailand/support_hiv_prevention.html  

 

2-3． ベトナム 乳がん教育(ハノイ) 

ハノイのウイメンズユニオンのメンバーを対象にテストケースで行っている乳がん教育の

2年目、10月には 5回 乳がん研修を実施しました。合計 163名の女性が参加しました。 

 

3. PHJ インドネシア事務所のニュース 

 



3-1.  母子健康改善活動 ―テイルタヤサ自治区 

10 月の教育テーマは「出産準備と難産準備」で、出産予定日確認、介助人と出産所の選定、 

費用確保は個人の責任、搬送手段確保と血液提供者は村の責任で準備することが大切と 

妊婦と関係者に繰り返し説明しました。出産所は診療所や助産施設を推奨しているものの 

男性の理解も必要なことが明確になっています。参加者は妊婦 182 名を含む 361 名でした。 

http://www.ph-japan.org/program/Indonesia/PRG_Community.html  

 

3-2. 栄養改善活動 －テイルタヤサ自治区 

9 月のメニューコンテストの「おやつ」を普及するため 5村で実施し、ホームメードの 

おやつは市販スナックより栄養価が高く、体と健康に良いことを強調しました。 

栄養不良児撲滅を目標に、栄養活動が継続するよう、14 か所で菜園を作り、なす、 

きゅうり、とうもろこし、パパイヤなどの作付を終えました。降水量が少なく、各地区で 

工夫して水やりを行っています。数か月後の収穫が楽しみです。 

 

3-3． 感染症予防教育事業 － バリ州ギヤーニアー県 

9 月に開始した 13 診療所の管轄地域で、中学生・高校生の代表への教育活動を継続して 

いるさなかに州内他県で鳥インフルエンザ感染死亡者が発生し、感染症予防教育への関心 

が高まっています。 

http://www.ph-japan.org/program/Indonesia/PRG_Avian.html  

 

******************************************************************************** 

5. PHJ カンボジア事務所のニュース 

洪水対応を行いながら通常の活動をやりくりしています。 

 

4-1 健康な村づくり事業 －コンポントム州 

３保健センターでのスタッフ会議に PHJ のスタッフも参加し、運営課題解決にアドバイス 

を提供しました。通常の保健センターの管理に加え、洪水中の対応について話し合い、 

ボランテイアを交えた会議でも洪水状況、水、衛生面に関する知識と情報の共有を図り 

ました。洪水に対応したいと約 9割と高い出席率でした。 

 

政府が推奨しているコミュニテイ―・ケア・ワーカー（CCW）について 2つの保健センター 

管轄下の 10村では選出基準を決め投票の結果 30 名を選出しました。CCW のトレーニングは 

11 月に実施する予定です。 

 

比較的洪水の影響が少ない 13村で保健教育を実施しました。トピックは「家族計画」と 

「予防接種」参加者は 1村平均 42 名でした。参加した村人の研修前と後の成績は 37 点・ 



81 点、保健ボランテイアの運営スキルはそれぞれ 87 点・100 点でした。 

http://www.ph-japan.org/program/Cambodia/babyhealth.html  

 

4-2. 助産師トレーニング事業 －プレイベン州 

10 月には活動はなく、今後 12 月、3 月、6 月の３回、各２名の保健センター助産師を対象

に実施する予定です。 

http://www.ph-japan.org/program/Cambodia/midwife.html  

******************************************************************************** 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■ イーココロ クリック募金にご協力ください！ 

イーココロ！クリック募金 

ピープルズ・ホープ・ジャパンは募金サイト イーココロ！｢クリックから世界が変わる、 

毎日無料でできるいいこと」に参加しています。http://www.ekokoro.jp/ngo/195/ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

PHJ メールニュース 2011 年 1１月－２号を最後まで読んでいただきありがとうございます。 

このメールニュースへのご意見、ご要望は info@ph-japan.org までお送りください。次号 

の参考にさせていただきます。 

メールニュースのバックナンバーは PHJ ホームページでご覧になれます。 

http://www.ph-japan.org/about/mailnews/index.html  

またこのメールニュースの配信を希望されない方は info@ph-japan.org までメール 

ニュース配信不要とご連絡ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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